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生体内鉄動態：生体膜を通した鉄の取り込み  

 
	 鉄（Fe）は全ての生物にとって必須元素である。一方、過剰の鉄は活性酸素種の発生源と

なり、生物による食餌からの鉄の取り込みは厳密に制御されている。生体膜を通した鉄の細

胞内への取込みには様々な膜タンパク質が関わっている。本研究では、細胞膜界面でおこな

われている鉄の動態（運搬、感知、貯蔵など）を、それら膜タンパク質の静的構造だけでな

く構造ダイナミクスを基盤に理解する事を目的としている。 

１．ヒト小腸の鉄還元酵素 Dcytb 

	 食餌中の鉄は酸化型（Fe3+）で存在するが、Fe3+はヒト体内には吸収さ

れない。それは、十二指腸・小腸の細胞膜に存在し鉄吸収に関わるタン

パク質（DMT1: Divalent Metal Transporter）が還元鉄（Fe2+）のみしか通

す事ができないからである。そのため、ヒト腸細胞膜には細胞内のアス

コルビン酸を使って鉄を還元する酵素（Dcytb: Duodenal cytochrome b561）

が存在する。我々は、Dcytb の結晶構造を明らかにしたので（図１）1、

それによる膜を通した鉄還元機構に関して議論する。 

２．病原菌のヘムトランスポーター 

	 病原菌にとっても感染・増殖・生存にとって鉄は必須である。病原菌

は、感染先の赤血球ヘモグロビンのヘム（鉄−ポルフィリン錯体）を鉄源

として、細胞膜に存在するヘム取込ポンプタンパク質（図２）2、ヘム濃

度センサータンパク質 3、ヘム分解酵素、ヘム排出ポンプタンパク質を機

能させて感染先からヘムを奪っている。講演では、ヘム取込ポンプタン

パク質に関する最近の我々の研究成果を述べる。 
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ヒト由来DcytbのＸ線結晶構造

図の見せ方、要相談。

膜外ドメイン (C末端の６０残基くらい) 
がdisorderしている。ここは、Dcytbに
しかない領域。何のためにあるのか？

ヘムの向きは、電子伝達に
関係するのか？

図１ Dcytbの構造 

図２	 ヘム取込ポン

プタンパク質の構造	 


